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(1) 第 9号 石巻市文化財だより 昭和55年 3月31日

は
じ
め
に

本
逍
跡
は
‘
昭
和

49
年
に
石
巻
市
教
育
委
貝

会
が
実
施
し
た
追
跡
範
囲
の
確
認
調
査
に
よ
り

そ
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
て
‘
そ
れ

に
よ
れ
ば
‘
約
3
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
に

3
つ
の
地
点
貝
塚
を
含
む
広
範
な
規
模
を
も
っ

迅
跡
で
あ
り
‘
須
恵
器
の
散
布
が
見
ら
れ
る
事

か
ら
歴
史
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定

が
成
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
‘
そ
の
所
在
小
字
名
か
ら
平
形
山
根
貝

塚
と
し
て
名
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
‘
市
教
委
の
手
に
よ
り
逍
跡
を
表
示

す
る
椋
柱
等
が
設
沼
さ
れ
‘
そ
の
存
在
が
周
知

さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
が
‘
昭
和

53
年
冬

に
‘
追
跡
の
地
権
者
て
あ
る
佐
藤
正
男
氏
か
ら

牒
業
経
営
の
必
要
上
‘
ヒ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
た
い
旨
申
し
出
か
あ
り
‘
関
係
者
の
間
て

種
々
協
議
の
結
果
‘
建
設
予
定
地
点
の
予
備
調

究
を
行
な
い
、
そ
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
必

要
が
あ
れ
ば
本
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
報
告
す
る
の
は
‘
後
者
の
本
調
査
時

の
概
要
で
あ
る
。

調
査
団
の
編
成

実
施
主
体
石
巻
市
教
育
委
貝
会

調
査
貝

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝

木

村

敏

郎

佐

藤

雄

一

鈴
木

束
行

調
査
補
助
員石

巻
高
等
学
校
学
生
有
志

石
巻
工
業
高
校
人
文
科
学
部

調
壺
協
力
者石

巻
市
文
化
財
保
護
委
員
会

石
巻
市
職
貝

中

村

光

一

調
査
期
間

予
備
調

査

昭

和

53
年

12
月
9
日
1
1
0
日

本

調

査

昭

和

54
年
1
月
12
日
1
1
月
16
日

遺
跡
の
所
在
及
び
調
査
地
点
と
考
古
学
的
環
境

本
近
跡
は
牧
山
丘
陵
か
ら
束
に
連
な
る
標
高

約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
垂
水
丘
陵
束
麗
に
あ
り
‘

標
高
約

5
メ
ー
ト
ル
か
ら
20
メ
ー
ト

ル
の
東
向

石
垣

宏

平
形
山
根
貝

石塚
雷発
文

þÿe‡S�Œ¡掘
｛； 調
貫 早禾

木報
村 &.

ロ
敏

郎

き
の
緩
傾
斜
地
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
帯
は
日
照

の
良
い
畑
地
で
所
々
に
民
家
か

点
在
し
‘
傾
糾
面
の
古
回
位
部
は
大
部
分
が
雑
木

林
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
位
沼
は
国
鉄
石
巻
線
稲
井
駅
の
束
南
方

＄
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
地
点
で
あ
り
比
較
的
自
然

2
 

環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
て
あ
る
。

た
め
に
周
辺
部
に
は
多
く
の
保
存
状
態
の
良

好
な
逍
跡
か
確
認
さ
れ
て
お
り
‘
本
追
跡
と
水

田
面
を
隔
て
た
束
百
メ
ー
ト
ル
に
は
平
形
貝
塚

ま
た
北
東
五
百
メ
ｰ
ト
ル
に
は
磯
田
貝
塚
か
あ

り
‘
現
在
消
滅
し
た
か
北
西
約
五
百
メ
ー
ト

ル

の
同
一
傾
斜
地
に
広
見
山
貝
塚
な
ど
か
確
認
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
‘

い
ず
れ
も
9
世
紀
こ
ろ
と
推
定

さ
れ
て
い
る
か
‘
そ
の
他
中
世

の
造
営
と
思
わ

れ
る
牛
ノ
鞍
館
か
南
束
方
向
八
百
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
あ
る
。

ま
た
‘
本
逍
跡
内
の
平
形
山
根

25
佐
藤
隆
氏

宅
地
内
に
は
室
町
期

の
も
の
を
含
む
3
甚
の
板

碑
か
見
受
け
ら
れ
‘
古
代
か
ら
の

人
文

の
形
跡

が
広
く
認
め
ら
れ
る
地
域
な
の
で
あ
る
。

な
お
‘
本
遺
跡
が
毛
利

・
遠
藤

の
表
示
し
た

平
潟
貝
塚

(S
2
6
.
6
.
1
5
陸
前
沼
津
貝
塚
骨

角
器
図
録
解
説
参
照
）
に
相
当
す
る
も
の
か
否

か
は
不
明

で
あ
る
。

調
査
の
方
法

発
掘
は
‘
平
形
山
根
17
の
束
傾
す
る
畑
地

に

貝
府
部
分
を
調
杏
す
る
た
め

2
X
6
メ
ー
ト

ル

の
第
1
ト

レ
ン
チ
‘
そ

の
西
側
上
段
の
畑
地

に

2
X

5
メ
ー
ト

ル
の
第

2
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し

て
調
査
を
開
始
し
た
。

第
1
ト
レ

ン
チ
は
先
に
予
備
調
奔
を
実
施
し

た
際
の
同

一
地
点
を

一
部
拡
張
し
て
設
定
し
た

も
の
で
あ
り、

第

2
ト

レ
ン
チ
は
‘
今
回
新
た

に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
第

2
ト
レ
ン
チ
は
‘
発
掘
開
始
後

耕
作
土
下
面
に
自
然
転
石
と
推
定
さ
れ
る
多
数

の
角
礫
か
検
出
さ
れ
｀
逍
構
及
び
包
含
層
等
は

存
在
し
得
な
い

と
認
め
ら
れ
た
の

て
‘
消
掃
‘

写
真
撮
影
後
調
在
を
打
ち
切

っ
た
。

第
1
ト
レ
ン
チ
の
状
況
と
出
土
遺
物

本
ト
レ
ン
チ
は
標
高
14
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

設
甜
し
た
東
西
方
向
に
長
い
発
掘
区
で
層
序
は

上
か
ら
耕
作
土
‘
混
土
貝
層
‘
角
礫
｀
黄
褐
色

地
山
土
の
順
序
で
あ
っ

た
。

貝
府
は
殻
長
4
ー
5
セ
ン
チ
程
の
成
育
の
良

い
ア
サ
リ
を
主
体
に
構
成
さ
れ
る
混
土
貝
府
の

様
態
を
も
ち
、
他

に
約
一
割
程
度
の
比
率

で

ハ
マ
グ
リ
を
含
ん
で

い
る
か
‘
殻
の
発
達
は
ア

サ
リ
同
様
良
好
な
も
の
が
多

い
。

そ
の
外‘

若
子
数
個
体
で
あ
る
が
‘
ア
カ

ニ

シ
‘
オ
キ

シ
ジ
ミ
、
カ
ガ

ミ
ガ
イ
‘

マ
ガ
キ
‘

ホ
タ
テ
か
認
め
ら
れ
‘
砂
泥
底
に
生
棲
す
る
貝

種
が
圧
倒
的
に
多

い
。

層
厚
は
ト
レ
ン
チ
束
部
の
標
高
約

14
.
5
メ

ー
ト

ル
地
点
で
最
厚
と
な
り
平
均
約

20
セ
ン
チ

の
堆
柏
を
見
る
。

本
貝
層
は
全
体
に
西
か
ら
束
に
‘
約

4
度

の

ゆ
る
い
傾
斜
を
見
せ
‘
更
に
南
か
ら
‘
ト
レ

ン

チ
に
北
接
す
る
小
谷
部
に
向

っ
て
‘
約

2
度
の

傾
斜
て
層
厚
を
増
す
様
態
を
示
し
て

い
た
。

特
に
本
貝
層
は
‘
土
器
等
の

人
工
逍
物
を
全

く
含
ま
ず
‘

発
掘
中
に
若
干
の
獣
骨
及
ひ
魚
骨

を
検
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

確
認
し
た
個
体
は
‘
イ
ノ
シ
シ
‘
シ
カ
、
キ

ツ
ネ
で
あ
る
か
数
鼠
的
に
少
な
い

た
め
‘
そ
の

比
率
は
検
討
て
き
な
か
っ
た
。



昭和55年 3月31日 石巻市文化財だより 第 9号 (2) 

ま
た
魚
竹
は
‘
マ

グ
ロ
及
ひ
魚
種
不
明
小
形

魚
の
セ
キ
ツ
イ
骨
か
数
片
認
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
‘
貝
堆
柏
の
所
々
に
‘
貝
府
の
洛
ち
込

み
面
か
確
認
さ
れ
た
か
‘
一
定
の
プ
ラ
ン
を
持

た
す
‘
か

つ
全
体
の
配
列
に
も
企
画
性
が
な
い

事
か
ら
‘
逍
構
と
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

お
そ
ら
く
‘
下
層
の
角
硬
の
抜
き
取
り
穴
に

投
棄
さ
れ
た
結
果
‘
か
よ
う
な
様
態
を
呈
し
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

貝
府
の
下
面
は
数
セ

ン
チ
か
ら
数
十
セ
ン
チ

程
の
大
小
の
角
礫
群
が
密
梨
し
て
お
り
‘
こ
れ

ら
は
第
2
ト
レ
ン
チ
で
検
出
さ
れ
た
も
の
と
同

様
‘
斜
面
上
部
か
ら
短
期
に
流
失
堆
積
し
た
と

思
わ
れ
る
転
右
て
あ
る
。

念
の
た
め
‘
ト
レ
ン
チ
の
西
半
部
を
角
硬
除

上
後
地
山
面
の
栢
査
を
行
っ
た
か
逍
構
と
見
る

べ
き
人
為
痕
跡
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
た

▶
第
ー
ト
レ
ン
チ
内
転
礫
群
の
状
況

め
、
ト
レ

ン
チ
の
実
測
‘

写
真
撮
影
を
実
施
後

作
業
の

一
切
を
終
了
し
た
。

考

察今
回
の
調
査
て
は
‘
年
代
決
定
の
材
料
と
な

る
人
工
逍
物
か
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め

そ
の
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
て
き
な
い
。

し
か
し
‘
貝
府
の
様
態
か
ら
し
て
‘
少
な
く

と
も
‘
平
安
時
代
ま
て
さ
か
上
る
も
の
て
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
理
由
は
‘
近
接
地
に
存
在
す
る
磯
田
‘

平
形
の
両
貝
塚
は
貝
層
中
に
土
師
器

（
表
杉
ノ

入
式
）
を
含
む
平
安
前
期
の
も
の
て
あ
る
か
‘

貝
組
成
を
比
較
し
た
場
合
‘
本
貝
塚
か
圧
倒
的

に
ア
サ
リ
の
数
麗
か
多
い
の
に
比
べ
‘

二
者
は
ハ

マ
グ
リ

の
比
率
か
非
常
に
底
い
た
め

て
あ
る
。

こ
の
事
は
‘
古
平
形
湾
時
代
の
双
方
の
海
浜

条
件
を
同
様
と
仮
定
し
た
場
合
‘
本
地
点
の
貝

◀
第
2
ト
レ
ン
チ
調
査
の
状
況

将
は
磯
田
‘

平
形
と
同
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も

の
て
は
な
い
事
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
そ
の
上
限
年
代
は
磯
田
‘
平
形
よ
り

新
ら
し
く
‘
中
世
を
さ
か
上
る
も
の
て
は
な
い
。

一
方
‘
貝
層
中
に
耕
土
下
面
か
ら
掘
り
込
ま

れ
た
ピ

ソ
ト
状
の
攪
乱
部
分
か
ら
は
‘
硲
末
な

い
し
は
明
治
と
推
定
さ
れ
る
陶
器
及
び
磁
器
片

が
出
土
し
て
い
る
の
て
‘
本
地
点
貝
塚
の

年
代

は
中
1
近
世
の
巾
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
‘
中
世
以
後
‘
現
在
の
稲
井
平
野

部
に
梅
水
が
流
入
し
‘
湾
入
地
形
を
取

っ
て

い

た
形
跡
は
全
く
な
い
か
ら
‘
今
回
の
調
杏
地
点

に
認
め
ら
れ
る
貝
は
‘
叩
辿
跡
の
周
辺
地
域
で
採

集
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
‘
最
も
注
目
さ
れ
る

の
か
‘
本
逍

跡
か
ら
南

に
約
邸
キ
ロ
隔
て
た
‘
に
ら
塚
及
ひ

垂
水
囲
貝
塚
で
あ
り‘

貝
府

の
様
態
は
‘
人
工

◀
第
ー
ト
レ
ン
チ
獣
骨
出
土
状
況
（
貝
層
下
部

沿
物
を
は
と
ん
ど
含
ま
す
‘
し
か
も
ア
サ
リ
を

主
体
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
‘
非
常
に
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
。

う
ち
‘
に
ら
塚
は
近
世
に
形
成
さ
れ
た
事
か

は
ほ
間
迫
い
な
い
か
ら
‘
こ
れ
ら
と

の
比
較
に

て
考
察
し
た
場
合
‘
平
形
山
根
貝
塚
の
調
査
地

点
は
近
成

の
形
成
に
係
る
可
能
性
が
強
い
と
推

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
‘
本
述
跡
の
性
格
等
‘

詳
細
な
点
に
つ

い
て
は
‘
今
回
の
調
咋
で
把
樹
す
る
事
は
‘
時

間
的
な
都
合
上
で
き
な
か

っ
た
。

▶
第
ー
ト
レ
ン
チ
南
壁
の
貝
層
落
ち
込
み
の
状
況

な
お
‘
こ
の
報
告
文
は
木
村
の
了
解
を
得
て
‘

中
村
か
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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昭和55年 3月31日 石巻市文化財だより 第 9号 (4) 

▶
調
査
地
近
景

◀
第
ー
ト
レ
ン
チ
の
設
定
状
況

◀
第
ー
ト
レ
ン
チ
獣
骨
出
土
状
況
（
貝
層
下
部
）

▶
第
一
ト
レ
ン
チ
獣
骨
出
土
状
況
（
貝
層
下
部
）

◀
第
一
ト
レ
ン
チ
北
壁
貝
層
の
拡
大
（
開
口
し

な
い
殻
が
見
ら
れ
る
）

◀
第
一
ト
レ
ン
チ
発
掘
状
況

左
•
第
１
ト
レ
ン
チ

右
•

第
2

ト
レ
ン
チ

▶
第
一
ト
レ
ン
チ
獣
骨
出
土
状
況
（
先
端
に
加

工
あ
り
）

▶
調
査
参
加
者



(5) 第 9号 石巻市文化 財だより 昭和55年 3月31日

昭
和
五
十
二
年
度
の
調
査
に
ひ
き
つ
つ
き
‘

本
年
度
も
市
内
の
旧
家
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古

文
書
の
分
布
調
査
を
実
施
し
た
。
市
内

の
旧
家

よ
り
の
情
報
を
も
と
に
‘
事
前
に
連
絡
を
さ
し

あ
け
‘
了
解
い
た
だ
き
‘
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
汎
里
な
古
文
忠
を
閲
覧
‘

写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
た
い
た
。

二
、
調
査
経
過

古
文
忠
は
各
家
の
拠
深
く
所
蔵
‘
保
管
さ
れ

て
お
る
わ
け
で
、
い
わ
は
各
旧
家
の
宝
物
の
一

つ
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
事
前
に
各
所
蔵
者

に
対
し
て
通
知
の
上
‘
許
可
を
得
て
伺
い

‘
閲

虹
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
る
。
本
年
度
は

所
蔵
者
の
情
報
を
も
と
に
次
の
お
宅
の
古
文
害

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

①

二
宮

以

義

氏

市

内

住

吉

町

②

松

本

庄

吉

氏

市

内

泉

町

③

松

坂

清

吾

氏

市

内

流

留

④

岩

城

準

之

助

氏

市

内

中

瀬

⑤

四

倉

源

一

氏

市

内

中
央

本
年
度
は
こ
の
外
に
地
区
設
定
と
し
て
‘

小
竹

浜
地
区
の
調
究
計
画
を
立
て
た
が
‘
時
間
的
余

裕
が
な
く
‘
次
年
度
へ
回
す
こ
と
に
し
た
。

前
述
の
五
軒
の
お
宅
の
内
‘
四
介
源

一
氏
宅

一
、
は
じ
め
に

を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
‘
彪
大
な
屈
の
古
文
書
が

所
蔵
さ
れ

て
お
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
の
商
品
の

取
引
き
関
係
文
書
‘
借
用
証
文
等
が
多
く
‘
今

後
の
分
類
の
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
‘
四
倉

氏
ご
自
身
整
理
さ
れ
る
と
の
意
向
を
蔚
重
し
｀

整
理
後
に
再
び
閲
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

約
し
て
‘
実
際
の
調
査
は
次
年
度
以
降
と
し
た

わ
け
で
あ
る
。
四
倉
家
は
‘
福
品
県
い
わ
き
市

を
江
戸
時
代
に
支
配
し
た
内
藤
家
の
子
孫
て
あ

り
‘
内
藤
家
か
ら
の
家
系
を
作
ら
れ
‘
四
倉
氏

自
身
研
究
熱
心
な
方
で
‘
今
後
の
研
究
に
待
っ

こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
所
蔵
さ
れ
て
い
る

古
文
宮
の
内
容
か
ら
‘
江
戸
時
代
に
石
巻
に
土

箔
し
て
米
問
屋
を
営
み
‘
江
戸
へ
の
登
せ
荷
の

帰
り
荷
と
し
て
‘
薬
種
そ
の
他
の
荷
物
を
栢
ん

て
帰
国
し
た
様
了
か
伺
え
‘
近
世
に
お
け
る
海

連
や
、
物
査
の
運
送
及

ひ
近
世

の
商
品
流
通
に

つ
い
て
解
明
で
き
る
代
重
な
査
料
と
思
わ
れ
た
。

後
日
再
ひ
四
倉
氏
宅
に
伺
い
‘
整
理
を
手
伝

い

さ
せ
て
い
た
た
き
目
録
｀
写
真
撮
影
で
把
握
し

た
い
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
四
倉
氏
も
研
究
熱

心
て
同
家
に
伝
わ
る
森
料
に
つ
い

て
多
大
な
関

心
を
持

っ
て
お
ら
れ
て
‘
大
切
に
保
存
さ
れ
て

お
ら
れ
る

の
で
安
心
し
た
次
第
で
あ
る
。

=
-、
調
査
内
容

調
査
に
よ

っ
て
確
認
て
き
た
の
は
‘

目
録
の
文
忠
で
あ
っ
た
。

後述の

五
十
一一一
年
度

石古
雷文
各車a： 

: 分
9布
石調
垣査

報
牛

宏 s::::::a

①
松
本
家
文
街

松
本
家
は
‘
祖
先
は
永
厳
寺
の
開
枯
で
あ
る
。

「
石
巻
市
史
L

に
よ
る
と
‘
松
本
家
の
種
は
‘
源
滴

業
で
信
州
松
本
の
城
主
で
五
千
石
を
領
し
た
と

あ
る
。
翌
臣
秀
吉
の
全
国
平
定
の
際
‘
戦
意
を

捨
て
て
伊
勢
に
の
が
れ
‘
満
業
の
子
満
正
・
満

高
の
時
代
に

一
族
を
ひ
き
つ
れ
て
石
巻
に

の
か

れ
鹿
妻
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
満
高
の
子
‘
松
本

但
馬
兼
満
は
‘
究
永
十
一
年
住
居
を
石
巻
仲
町

に
移
し
‘
仲
町
北
部

一
帯
を
開
発
し
‘
そ
の
名

は‘

「
松
本
横
丁
」
（
今
は
な

い
）
と
し
て
残

っ
た

と
い
う
。

こ
の
仲
町
移
転
の
際
に
祖
先
の
辿
骨

を
八
ツ
沢

（
現
石
巻
小
学
校
背
後
地
）
松
本
山

に
改
葬
し
て
、
そ
こ

に

一
庵
を
結
ひ
菩
提
庵
と

称
し
た
。
党
永
十
九
年
仙
台
輪
王
寺
の
僧
角
外

恕
鱗
和
尚
を
請
じ
て
開
山
し
‘
四
代
賢
碩
和
尚

の
代
に
現
在
の
場
所
に
堂
{
l
を
新
築
し
‘

菩
提

山
永
巌
寺
と
改
称
し
た
と
な

っ
て

い
る
。

松
本
家
文
書
の
中
に
は
‘
"
凶
西
氏
家
系
‘
伊

．
 

達
氏
家
系
‘
永
巌
寺
縁
起
や
‘
中
世
の
文
書
と

し
て
此
重
な
‘
伊
達
輝
宗
屯
戸
状
｀
武
田
信
玄
書

状
か
あ
り
‘
特
に
輝
宗
や
侶
玄
の
害
状
は
真
箪

で
あ
り
‘
大
切
に
保
存
し
て
居
ら
れ
た
。
松
本
家

の
祖
先
は
‘
石
巻
草
分
け
の
由
緒
あ
る
家
柄
で

あ
り
‘
松
本
山
に
残
る
蒻
碑
等
か
ら
も
さ
ら
に

詳
細
に
松
本
家
に
つ
い
て
調
べ
た
い
も
の
と
思

っ
た
次
第
で
あ
る
。

四
、
調
査
物
件
に
対
す
る
所
見

①

松
本
家
文
書

②

二

宮

家

文

書

③

松

坂

家

文

書

④

岩

城
届
文
書

二
十

一
点

四
十
九
点

四
点

一
点

▶
松
本
家
文
書

◀
松
本
家
文
書

ー柑
岱
庁
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fる
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松
本
家
文
書

◀
松
本
家
文
書
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達
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年
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i
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＄ク
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名
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追＂
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②

二

宮
家
文
杏

二
宮
家
に
つ
い
て
は
‘
現
当
主
以
義
氏

（
住

吉
町
在
住
・
外
科
医
）
か‘

「二
宮
家
系
譜
」（
昭

和
五
十

一
年
七
月

）
を
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
れ

る
。
そ
の

「
系
譜
」
の
中
か
ら
二
宮
家
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い

。

コ
一
宮
家
は
平
姓
で
あ
る
。
平
安
朝
の
桓
武

天
皇
の
第
三
王
子
一
品
式
部
卿
葛
原
親
王
よ
り

の
流
れ
を
汲
む
桓
武
平
氏
の
末
裔
で
あ
る
。

家
紋
は
‘
男
‘
角
切
り
の
大
、
女
‘
揚
羽
の

蝶
で
平
家
の
紋
と
一
致
す
る
。

葛
原
親
王
よ
り
三
十
余
世
‘
約
六
百
年
を
経

て
二
宮
家
の
遠
い
先
柑
は
阪
東
に
在
住
し
て
い

た
。
そ
の
間
源
家
及
び
北
條
家
に
よ
る
鎌
倉
雑

府
時
代
は
‘
平
家
の
流
れ
を
汲
ん
だ
関
係
上
‘

阪
束
の
僻
地
に
隠
棲
し
て
い
た
。
室
町
戦
国
時

代
に
武
州
多
摩
郡
二
宮
の
邑

（
現
在
の
神
奈
川

県
）
に
住
み

郷
士
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。

疫
長
十
九
年
奥
羽
の
雄
伊
達
政
宗
か
大
坂
冬
の

陣
に
徳
川
方
と
し
て
出
陣
し
‘
偶
々
多
摩
郡
通

過
の
折
当
時
陰
賜
師
で
あ

っ
た
二
宮
一
洞
は
そ

の
子
三
名
と
共
に
隊
列
に
加
わ
り
‘
大
坂
の
役

に
於
い
て
柄
戦
し
豊
臣
方
の
武
士

二
名
の
首
級

を
上
け
‘
政
宗
よ
り
虹
甜
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
家

臣
と
な

っ
て
仙
台
に
凱
旋
‘
こ
こ
に
伊
達
の
世

臣
と
し
て
の
身
分
が
決
定
す
る
。
一

澗
は
間
も

な
く
逝
去
し
‘

三
人
の
男
の
子
が
残
さ
れ
た
。

長
男
は
掃
部
‘
次
男
は
平
兵
衛
朝
次
‘
三
男
は

豊
後
と
い
う
。
次
男
朝
次
は
手
樽
銭
神
に
釆
地

を
戴
く
‘
こ
れ
か
松
島
二
宮
の
始
柑
て
あ
る
。」

同

「
系
譜
」
に
よ
る
と
‘
長
男
掃
部
は
‘
政

宗
の
長
男
秀
宗
に
従

っ
て
伊
予
宇
和
島
に
赴
き

三
男
豊
後
は
‘
仙
台
城
下
に
住
し
‘
菫
朝
の
代

に
仙
台
外
記
丁
に
屋
敷
を
構
え
四
百
石
を
拝
領
‘

栗
原
郡
川
熊
村
が
釆
地
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
の

功
紹
‘
知
行
に
つ
い
て
は

「
伊
達
世
臣
家
譜
」

乎
士
の
部
と
‘

「
仙
台
藩
家
臣
録
」
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
。

次
男
朝
次
の
系
譜
か
ら
米
る
現
二
宮
家
の
家

系
を
同

「
系
譜
」
よ
り
紹
介
し
た
い

。

孝作 属 次六③

岩 I郎 二
⑭ ⑪之 ⑥左宮

義 三 以 三 衛洞
＾ 良I¥荷女良I¥F9 
現 以 好 ① 

当次 ⑨義 ④平
壬又七兵
-⑫三旦之衛

辰 郎儀助朝

-,--＝ 以左清次
郎佑右次
以衛 ②
忠 @F9 ⑤満

以以逸吉
⑬重 義 平

以勝 l友

二
宮
家
所
蔵
文
車
戸
の
内
‘
黒
印
状
と
知
行
割
目

録
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
黒
印
状
‘
知
行

割
目
録
に
よ
る
と
‘
二
代
尚
吉
の
代
に
本
地
と

し
て
宮
城
郡
山
王
村
に
壱
貫
百
五
拾
五
文
拝
領

し
‘
慶
安
元
年
に
加
増
さ
れ
て
‘
磯
崎
村
に
四

貫
文
余
‘
手
樽
村
に
五
貫
文
余
て
合
計
拾
貰
文

（
百
石

）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
代

七
之
助
の
宝
永
元
年
に
黒
川
郡
宮
床
村
に
壱
買

文
余
加
培
‘
六
代
又
三
郎
の
代
明
和
八
年
に
黒

川
郡
大
衡
村
に
壱
貫
六
百
文
余
と
束
磐
井
郡
西

口
村
‘
母
体
村
に
三
買
文
加
増
さ
れ
て
‘
合
計

拾
三
貫
文

（
百
三
十
石

）
と
な

っ
て
硲
末
に
及

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
文
政
八
年
仙
台
藩
に
提
出

し
た
吉
状
に
よ
る
と
‘
八
代
以
敬
よ
り
九
代
以

佑
に
跡
目
相
続
し
た
際
の
内
容
て
は
‘

「
御
番
所

中
之
間
‘
知
行
高
拾
三
貰
文
‘
無
役
‘
屋
敷
北

五
番
丁
新
坂
通
‘
在
郷
屋
敷
宮
城
郡
高
城
手
樽

二
所
持
仕
候
‘
従
御
城
上
道
八
里
余
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
明
治
維
新
と
そ
の
後
の
変
革
に
よ

り
手
樽
を
は
な
れ
‘
十
二
代
以
忠
氏
か
医
師
と

◀
二
宮
家
文
書

指
物
・
旗
印

◀
二
宮
家
文
書

年
貢
卜
割
帳

（
慶
応
4

→ 一
す
各
年
til
い
伏

記
泊

◀
二
宮
家
文
書

書
留
帳（寛

政

4

ー

7
9
2
)

ー

8
6
8
)
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一
書
示
ム

T
9.

な
り
牡
鹿
病
院
長
と
し
て
、
自
宅
も
明
治
三
十

五
年
住
吉
公
園
に
建
て
て
い
る
。

古
文
因
の
内
容
を
見
る
と
特
に
石
巻
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
も
の
は
な
い
が
、
そ
の
中
で
質

韮
な
の
は
‘
知
行
宛
行
に
関
し
て
黒
印
状
と
知

行
目
録
が
完
全
に
年
代
が
一
致
し
て
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
‘
党
永
期
か
ら
天
保
期
ま
で

全
部
揃

っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
仙
台
藩
士
の

知
行
給
与
の
形
態
が
明
確
に
把
握
で
き
よ
う
。

二
宮
氏
の
こ
理
解
や
研
究
熱
心
て
あ
る
点
か
ら

も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。
石
巻
に
残
る
数
少
な
い
家
臣
の
知
行
給
与

夜
料
と
し
て
箕
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

③

松

坂

家

文

忠

松
坂
家
は
‘
文
政
・
天
保
・
弘
化
の
頃
に
流

留
村
に
住
ん
で
い
た
俳
人
松
川
忠
作

（
号
を
万

舌
と
称
す
）
の
子
孫
て
あ
る

（
稲
井
町
史
）
と

を

t
o

ふ
枯”J

 

七
漫
ゞ
棗

◀
二
宮
家
文
書

黒
印
状（

寛
文
ー

ー
6
6
ー

）

◀
二
宮
家
文
書

知
行
目
録

（
寛
文
ー

1
6
6
ー

）

さ
れ
‘
こ
の
家
に
松
尾
芭
蕉
の
真
珀
と
箱
書
に

記
し
た
文
書
か
残
さ
れ
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。
芭
蕉
真
紹
か
ど
う
か
判
明
で
き
な
い
が
｀

し
か
も
ど
の
よ
う
な
形
で
こ
の
家
で
入
手
さ
れ

た
か
わ
か
ら
な
い
が
‘
お
そ
ら
く
俳
人

の
万
雷

が
入
手
し
保
存
し
て
い
た
も
の
で
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
文
書
の
末
尾
は
‘
虫
喰
い

の
た

め
か
不
明
で
判
読
で
き
る
所
で
は
‘

鳴
海
知
足
亭
に
て

よ
き
家
や
す
ず
め
よ
ろ
こ
ぶ
背
戸
の
ロ
ロ

は
せ
を

と
な

っ
て

い
る
。
鳴
洵
知
足
と
は
‘
松
尾
芭
蕉

の
門
人
で
あ
る
三
河
国
哨
海
に
住
む
大
郷
知
足

の
家
て
一
句
を
吟
し
た
こ
と
が
あ
る
の
て
、
そ

こ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
不
明

の
部
分
に
つ
い
て

「
稲
井
町
史
」
て
は
‘

「
ふ

ゅ
」
で
は
な

い
の
か
と
記
し
て
い
る
。

い
づ
れ

に
し
て
も
芭
蕉
の
真
粕
で
あ
る
の
か
ど
う
か
真

粕
集
と
比
較
し
研
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
同
家
に
は
万
石
浦
の
絵
図
が
あ
り‘

そ

の
奥
書
に
流
留
村
と
渡
波
村
宿
と
の
村
税
争
論

の
一
件
の
文
書
か
つ
け
ら
れ
‘
結
箔
か

つ
い
た

の
で
絵
図
と
共
に
書
き
記
し
て
お
い
た
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
折
に
つ
い
て
は
‘
文
化

財
保
護
委
員
の
木
村
敏
郎
氏
が
、
石
巻
市
史
査

料
集
第
二
集
に

「
万
石
浦
古
絵
図
」
と
し
て
詳

細
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
省
略
し
た
い
。
こ

の
松
坂
家
で
は
‘
芭
蕉
の
其
取
は
木
箱
に
入
れ

て
大
切
に
保
存
し
て
お
ら
れ
‘
ま
た
絵
図
に

つ

い
て
も
虫
喰
い
も
な
く
保
存
は
良
好
で
あ
っ
た
。

④

岩

城
屋
文
告

（
略
）

今
年
度
は
‘
所
蔵
さ
れ
て
い
る
各
旧
家
か
ら

箭
報
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る
が
‘
い
す
れ

の
旧
家
で
も
‘
そ
の
家
に
伝
わ
る
大
切
な
査
料

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
‘
虫
喰
い
も

な
く
管
理
も
万
全
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
‘
今
後
の
保
存
を
考
え
る
時
に
は
‘
こ
れ

だ
け
で
は
完
全
と
い
え
ず
‘
例
え
は
市
図
書
館

で
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
撮
彩
し
て
保
存
す
る

と
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
第

一
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
‘
将
来
と
も
早
い
時

期
に
博
物
館
等

の
収
蔵
施
設
か
整
備
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
て
あ
る
。
湿
気
や
虫

害
か
ら
の
防
除
も
充
分
に
整

っ
た
施
設
設
価
か

あ
れ
ば
‘
現
在
の
所
蔵
者
の
方
か
ら
も
管
理
の

委
託
を
お
ね
が
い
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る

の

て
あ
り
‘
現
査
料
か
公
共
機
関
等
に
あ

っ
て
こ

そ
査
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
十
三
年
度
の
調
査
に
ひ
き
つ
づ
き
‘
五
十

四
年
度
も
各
所
蔵
者
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
調

査
し
‘
さ
ら
に
小
竹
浜
‘
折
ノ
浜
な
と
束
浜
地

区
に
残
る
漁
業
関
係
文
由
の
分
布
調
査
を
実
施

し
た
い
も
の
と
思

っ
て

い
る
。
実
際
に
お
持
ち

の
方
‘
身
近
か
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
方
あ
り
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

現
在
ま
て
市
内
の
旧
家
四
軒
か
ら
連
絡
を
い

た
だ
い

て
お
り
‘

早
急
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ

き
‘
写
真
撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
記
録
し
‘
カ
ー

ド

・
目
録
の
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思

っ

て
い
る
所
で
あ
る
。

六
、
今
後
の
調
査
予
定

五
、
保
護
に
関
す
る
所
見
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木
戸
源
六
郎
回

宝

氷
四
年
七
月
廿
五
日

【絵
図
奥
書
解
読
文】

「
絵
図
奥
掛
」

牡
鹿
郡
流
留
村
と
同
郡
渡
波
宿
村
境
論
所
在
之

渡
波
宿
之
者
共
ハ
赤
筋
之
通
渡
波
分
二
有
之
由

申
出
候
‘
流
留
村
之
者
共
者
黄
筋
之
通
流
留
村

分
二
有
之
段
申
出
争
論
二
付
‘
段
々
相
乳
候
口

害
井
双
方

5
證
探
二
可
罷
成
哉
と
指
出
申
蜘
付

等
取
揃
‘
右
論
所
之
所
絵
図
二
仕
立
‘
双
方
之

者
共
見
届
之
判
形
為
仕
候
上
‘
指
添
相
達
‘
於

評
定
所
双
方
被
遂
御
餃
儀
候
慮
‘
流
留
村

5
申

出
候
通
二
被
相
済
御
決
断
‘
御
告
付
坂
本
平
右

／
 

衛
門
‘
但
木
源
左
衛
門
方

5
別
紙
之
通
指
越
候

晃
付
江
絵
図
指
添
相
渡
申
候
‘
双
方
判
突
之
絵

図
ハ
評
定
所
二
被
留
沼
候
二
付
‘
右
絵
図
を
以

写
如
斯
二
候
以
上

ー

一
ー
‘

改

葬

願

2
‘
改
非

131見
栢
害
写

3
‘

定

約

証

4

‘

承

諾

由

5
‘
葛
西
三
良
（
郎
）
布
重
家
系

6
‘
鈴
木
和
泉
家
系

7
‘
松
本
家
家
諮

8
‘
永
巌
寺
縁
起

9
‘

書

状

10
‘

書

状

ll
‘
寺
節
財
産
明
細
帳

12
‘

書

状

（
伊
達
輝
宗
よ
り

1

3

、

書

状

（

同

14
、
m戸

状

（

同

15、

E
戸

状

（

同

16
‘

先

祖

也

上

1
7
、
松
本
家
家
譜

18
、

（古

留

帳

）

1
9
、
伊
達
家
家
系

20
、

（
寺
社
の
党
）

21
‘

書

状

（
武
田
信
玄
よ
り

――
二
宮
家
文
書
目
録

ー‘

二
宮
氏
家
譜
序

2
‘
黒

印

状

3
‘

黒

印

状

4
‘

知

行

目

録

5
‘

黒

印

状 目

正
徳
五

(-
七

一
五

）

究
永
二
十

一
(
-
六
四
四

）

慶
安

一
(
-
六
四
八

）

慶
安

一

（

一

六

四
八

）

究
文

一
（
一
六
六
一
）

松
本
次
郎
宛

（
住
吉
町

松
本
美
濃
守
宛

）
）
 

）
 

）
 

文
化
十
三
(
-
八

一
六

大
正
十
四

松
本
家
文
書

明
治
二
十
三

明
治
―
―
十
三

（
市
内
羽
黒
町

録

二
宮
以
義
氏
所
蔵
）

――

松
本
庄
吉
氏
所
蔵
）

,""""'' ・，



(9) 第 9号 石巻市文化財だより 昭和55年 3月31日

6
‘

知

行

目

録

7
、
黒
印
状

8
‘
黒

印

状

9
‘

黒

印

状

10
‘
知

行

目

鐸

11
‘

知

行

目

録

12
‘

黒

印

状

認‘

知

行

目

録

14
‘
黒

印

状

15
‘
知

行

目

録

16
、

野

印

状

17
‘
知

行

目

録

1
8
、
黒
印
状

19
‘
知

行

目

録

20
‘

患

印

状

21
‘

知

行

目

録

22
‘
黒

印

状

23
‘
知

行

目

録

24
‘

黒

印

状

25
‘

知

行

目

録

26
‘
黒

印

状

2

7

‘

知

行

目

録

28
‘

先

祖

四

上

29
、

ett戸

状

30
、

出

状

31
‘

相

続

願

届

32
‘
記

録

3

3

‘

碧

状

34
‘

家

系

初

状

35
‘
年
，
只

小

割

帳

36
‘
百
向
城
磯
崎
村
野
場
御
役

37
‘

害

状

38
‘

書

状

39
‘

告

状

（
尾
弧
中
納
言
よ
り

仙
台
中
将

党
文
一

(
-
六
六

一）

天
和
一
二
(
-
六
八
―
―
-
）

元
禄
四

(
-
六
九

一）

宝
永

一

(
-
七

0
四
）

宝
氷
一

(
-
七

0
四
）

宝
永
二

(

-

七

0
五
）

延
享

一

(

-
七
四
四
）

延
享
一

（一

七
四
四
）

宝
暦
八

（

一

七

五

八

）

宝
暦
八

（
一
七
打
八
）

明
和
八

(

i

七
七

一）

明
和
八

(
-
七
七

一）

究
政
四

(
-
七
九
二）

究
政
四

(
-
七
九

二）

文
化
九

（一

八

―
二
）

文
化
九

（
一
八
―

二）

文
政
三

（

一

八

二

O
)

文
政
三

(

-

八

二

O
)

文
政
十

一
(
-
八
二
八
）

文
政
十

一
（
一
八
二
八
）

天
保
十
三
（
一
八
四
二）

天
保
十
三
（
一
八
四
二）

延
宝
五

(
-
六
七
七

）

元
緑
四

(
-
六
九

一）

延
宝
二

(

-

七

0
五
）

享
保
四

(
-
七

一
九
）

究
政
四

(
-
七
九
二）

文
化
四

(
-
八

0
七
）

文
政
八

（一

八
二
五

）

度
応
四

(
-
八
六
八

）

▲岩城屋文書

（文政 5

諸用留

I 8 2 2) 

40
‘
雹

状

41
、
古

状

42
‘
雹

状

43
‘
和

歌

44
‘

書

状

45
‘
指
物

・
旗
印

46
‘
知

行

割

眼

47
‘
忠

状

48
‘
忠

状

49
、
（
和

歌

）

口
澤
虚
虞
改
書

ー
‘
芭
蕉
翁
真
卯

2
‘

忠

状

（
此
汐
の
添
状
）

3
‘
村
境
争
論
書
状

4
‘
絵

図

（
万
石
浦

）

[
 岩
城
屋
文
書

下
荷
物
諸
用
留

（
文
政
五
年
）

（渡
波
流
留（一

七

0
七
）

（市
内
仲
瀬

岩
城
準
之
介
氏
所
蔵
）

宝
氷
四

松
坂
清
吾
氏
所
蔵
）

',.,., ___ , 一，
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水
沼
束
沢
は
旧
稲
井
村
の
真
野
川
の
源
流
‘

水
沼
川
に
注
ぐ
沢
に
沿
っ
て
発
達
し
た
部
落
で

あ
る
。

沢
の
源
は
河
北
町
針
岡
と
の
境
の
大
萱
峠
と

大
福
地
と
の
境
か
ら
発
し
て
い
る
。

往
時
は
‘
大
萱
峠
を
越
え
て
針
岡
方
面
か
ら

炭
俵
八
俵
を
つ
け
た

「
ダ
ン
コ

」
（
馬
で
荷
を

運
ぶ
こ
と
を
業
と
す
る
者
）
か
束
沢
の
舟
箔
沢

や
水
沼
川
の
「
カ
シ
」
に
炭
荷
を
お
ろ
し
‘
そ

こ
か
ら
和
舟
て
石
巻
方
面
に
運
搬
し
た
。

現
在
‘

戸
数
四
九
‘
人
口

二
五
八
‘
各
家
は

畑
作
‘
米
作
‘
タ
パ
コ
栽
培
を
主
と
し
て
生
計

を
立
て
て
い
る
。
明
冶
末
か
ら
大
正
初
め
に
か

け
て
十
数
戸
が
北
海
道
方
血
に
移
住
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

部
落
内
に
は
戸
主
層
の
集
団
で
あ
る
三
講
中

（
入
リ

・
中

・
也
山
の
各
講

）
、
長
男
の
梨
団

て
あ
る
青
年
会
‘
老
人
階
の
権
現
講
と
嫁
階
の

観
音
講
‘
女
性
の
年
寄
リ
層
の
念
仏
講
が
あ
り
‘

さ
ら
に
昭
和
初
頭
ま
て
子
供
達
が
旧
七
月
七
日

の
夕
方
‘
屋
敷
神
税
内
に
舞
台
を
つ
く
り
‘
七

タ
を
か
ざ
り

‘
迎
え
て
宿
泊
し
‘
次
の
朝
水
沼

川
に
送
る
行
事
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
子
供
組

も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
‘
束
沢
は
明
確
な
年

序
染
団
の
も
と
に
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
て
い

゜
た

総

観

◀
講
中
所
有
の
倉

（
冠
婚
葬
祭
用
食
器

が
格
納

杉板

部
落
で
あ
る
こ
と
を
鋭
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

話

者

岡

束

平

（
明
4
3
.
3
.
7
生
）

注
…
・・
・
調
査
は
古
老
か
ら
聞
き
こ
み
を
主
と

し
大
正
の
生
活

（自
然
経
済
に
依
存
し
た

）

を
対
象
と
し
て
い
る
。

曰

生
産
暦

（次
ペ
ー
ジ
参
照

）

口

生

産

湿

田

：・；・

「
ド
ヘ

田
」
と
称
し
て
‘
赤
も

み
の
陸
奥

一
三
二
号

・
フ
ク
ボ
ウ
ジ
の
品
種
か

用
い
ら
れ
‘
鍬
を
う
っ
て
な
ら
し
た
だ
け
で
田

植
え
が
で
き
る
状
態
で
腰
や
胸
ま
で

つ
か

り‘

後
方
に
し
り
ぞ
き
な
が
ら
田
植
え
を
す
る
。
刈

取
り
に
は
田
下
駄

（
「
谷
津
下
足
」）

を
使
用

し
た
。

木のモ夕

経
済
生
活
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生産暦（新暦） 調査地 水沼字化山畑 調査日 昭和53年 7月22日

種類

月
米 麦 大豆 養 蚕 山仕事 年中行事

ー

O臼おこし

O牒はだち

O作はだち

〇山のきりそめ

2 

3 
ビつけ

I苗代〈ろ打ち

4 I I苗代整地 10ゃこめ （種まき終了）

いまき

I本1:8整地

5 I -ぎり Iしろ休み （しろかき終了後）I 、一
しろかき

6 I I田植え I 刈取り ＇ ＇ ； I春蛮

Oそおり (Ill植え初めの,1

I はぜかけ：＇ 
豆まき：

〇さなぷり （田植え終了日 ）

一番草

I二、三番草 I #兒穀

Iまゆかけ終了

7 
売渡し

|夏蛮

|まゆかけ

8 
終了

I晩秋蛮

， 
I 

刈取り
はぜかけ

＇ 
10 I種ま き

10かっきり （刈取終了日）

脱穀

11 I Iにわばらい （脱殺終了日）

収穫 ； 炭焼
， 

薪とり

12 

話者 岡 竹 之 助氏 （大正 2年 4月28日生）

注 …… Oの内容は年中行事の項目を参照
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注

：・：

サ

（
ソ
）
オ
リ
は
‘
サ

（
ソ
）
と
よ

ば
れ
る
田
の
神
が
降
り
て
く
る
初
田
植
｀
え

の
行
事
‘
サ
ナ
プ
リ
は
サ
ノ
ポ
リ
の
転
訛

で
、
田
の
神
が
出
植
え
終
わ
り
を
見
と
ど

け
て
天
へ
帰
る
日
か
ら
き
た
と
言
わ
れ
‘

田
植
え
の
無
事
終
了
を
感
謝
す
る
稲
作
儀

礼
ー
『
日
本
民
俗
査
料
事
典
』
よ
り

胃
台所の庭 （土 間）

▲オダの神をま つる（ 田植初め ）

田
植
：
・
：
・
苗
取
り

は
女
性
の
み

。
植
手

の
割

合
は
女
性
六
割
‘
男
性
四
割
で
あ
り

「
結
い

」

と
称
し
て
五

•

六
軒
て
主
と
し
て
親
類
や
近
隣

の
親
し
い
人
々
で
共
同
て
山
植
え
を
し
た
。

（稲
刈
り
も
結
い
て
や
る

）

田
の
神
：
・・：
田
植
え
の
始
ま
る
日
。
「

ソ
オ

リ
」
と
称
し
て
お

lfl
の
神
を
ま
つ
る
。
赤
飯
の

お
に
ぎ
り
を
つ
く
り
‘
苗
三
把
に
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
ず
つ
の
せ
‘
庭
に
か
ざ
リ
拝
む
。（

こ
の
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る
と
腰
が
痛
く
な
ら
な
い

）
「

サ

ナ
プ
リ
」
と
称
し
て

田
植
え
の
終
っ

た
夕
方
｀

餅
を
つ
い
て
神

•

仏
に
あ
げ
て
拝
み
‘
皆
で
食

ぺ
る
。

▶
の
こ
が
ま

▶
す
き
（
牛
や
馬
に
ひ
か
せ
る
）

▶
し
ろ
か
き
用
く
ら

田
畑
の
農
具

注…畜カスキは梨牒のみ使用

す畜
鎌 鍬

・種

きカ 類

ス 稲 野 ネ 四三 卜 ク 名

刈 ガ 刈 本本

ママ
ン

り ヶ り
ンン

グ
ガ ガ ガ ノノ

キ マ マ マ ウウ ワ ワ 称

進牛 稲 田 山 畑田 土 田
みや 刈 の の おお を お

用掘馬 ') ク 杉 -- ほ
りに 用 ロ の しし I) し
起ひ ,.------- の 下 お
こか 戦ノ 草 カゞ - ｀ すせ 後 コ を り す ぎ

て 使ご カ‘ 1) 

土 用は る
を

、-__,,
畑

匂J な 途

') え

不 同 同 同 同 同 石山
巻形 入
のの
，、行 手
ギ商
屋 法

明 右 右 右 右 右
ノ‘ 産
シ 地
スC

,_, 

メ

一

◀
ー
、
ね
刈
り
鎌

3
、
三
本
ま
ん

の
う

2
、
野
が
け
鎌

4
、
四
本
ま
ん
の
う
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▶
千
歯
こ
き
（
脱
穀
用
）

◀
苗
か
こ
と
て
ん
ぴ
ん

▶
仕
事
着
…
は
ん
て
ん
こ

◀
仕
事
着
…
は
ん
こ
も
も
し
き

国

衣

仕

事

着

：
…
肌
沼

（下
隋

）
は
男
は
シ
ャ
ツ

（丸
首
‘
ぼ
た
ん
付
き
‘
木
綿
で
自
分
の
家
て

縫
う

）。

女
は
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ

（
腰
ま
て
の
長
さ

腰
ひ
も
て
結
ぶ
‘
手
縫
い

）。

話者：：・・大内はきの（明•40.7.16生
ね す 体 下 体 上

のもりぶか のもきは 手
冬 Ji[ 冬 夏 冬 夏

璧 ス 頬 素 禾 ヨ

／ 
ぶょ .1（. 1後~11 -孟 ノ‘ 衷木ハ裏禾ハ

綿 ン j也紺;: I也綿 山
ヽ → 承か コ.. 臼で ． コ 付．ンな ． ンし、 ゲ

付i ムロ 紺 き縞 し縞 仕？む 紺

* t 
ぐ

染 脚 せて '*' ' }L 織 テ 織テさ
め ー. ・ - ・ 事

製 笠 ―,, り 足 .. 絆 き結竺 ン ン

同 同 同

／／ 
同 同 同 畑

仕 男

上 上 上 上 上 上 事
： 

同 ツ 草 同

／ 
同 刺 同 山

し
マ 仕

上 コ‘ 版 上 上
, 縞, 

上 事

編 ス 頬 素 ョ コ しで-赤 ハ ノ‘ ノ‘
い 軽冬 豆 田

か コゞ 時し、はし、 ： ン ン
ゲ - イ乍ネ 木ン 仕 女む

ヽ
脚 業 I腰綿 テ テ

事｀ル
笠 笠 リ 足 絆 忙地巻 コ ン ン

ク ナ ス にる 11/L言ハ汗 も 18-:--; ヒ 箸雨
マン

ン° にぐダと なるよさ ぐ コト さタキ ゲ
ャそ 直 さガり よイン 1ナ さ

こ 袋 笠 ツ上の伊祈接着製ー → モ 用 I 、→-・製-・ モ け 六国

面福 豚 ＾ ツ ど 剌 ーテ 鹿 - 皮 防
皮男 ん

し
箇 ／ 皮福裕

寒な ・マ ボで な
男の女 ふ＜ ウ袖

六自
竺 靴 - ゴ ＜ 雙打りはさ滸-
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▶
俵
あ
み
具
（
ひ
ご
も
な
ど
も
あ
む
）

▶
ひ
ご
も

圏

食

主
食
…
…
朝
メ
ン

（
六
時
）
は
麦
メ
シ
と
改

物
て
配
合
率
は
米
と
麦
が
半

々
で
麦
は
マ

ル
麦

を
な
ぺ
で
煮
た
煮
麦
を
用
い
た
。
昼

メ
シ
（
一

二
時
）
は
麦
メ

シ
の
お
茶
油
け
と
鰯

の
塩
物
‘

タ
メ
シ

(
-
九
時
）
は
麦
メ
シ
と
お
汁
と
煮
つ

げ
と
油
い
た
め
で
あ
る
。
田
植
え
稲
刈
り

の
時

は
一

0
時
に
草
餅
（
冬
の
う
ち
に
氷
餅
を
乾
燥

し
た
も
の

）
を
水
に
漬
け
‘
軟
ら
か
く
し
て
‘

そ
れ
に
キ
ナ
コ

•

砂
糖

・

醤
油
を
つ
け
て
焼
い

た
物
を

「
タ
パ
コ
」
と
し
て
だ
す
。
午
後

の
タ

パ
コ

（
十
五
時
）
は
キ
ナ

コ
お
に
ぎ
り
と
煮
物

（
か
ぽ
ち

ゃ

・
じ
ゃ

が
い
も
の

）
が
て
る
。
米

つ
き
や
籾
ひ
き

（
土
間
て
や
る

）
で
多
忙
な
夜

は
二
十
二
時
頃
‘
夜
食
と
し
て
小
豆
の
煮
つ
ぶ

し

（
ナ
ペ
て
小
豆
を
煮
て
‘
か
ぽ
ち
ゃ

・
さ
つ

ま
い
も
を
入
れ
た
も
の

）
を
食
べ
る
。

保
存
食

⑦

塩
漬
け

梅
ぽ
し

（
七
月
）
・
す
そ
の
実

（
九
月
）
・
た
＜

あ
ん

(
-
0月
）
・
白
菜

(
+

一
月
）

印

み
そ
漬
け

こ

ん
ぶ
•

大
根
・
き
う
り

・

ふ
き

。

時
期
は
不

定
で
あ
る
。

団

乾

燥

わ
ら
び
を
湯
が
い
て

‘
編
ん
だ
邸
に

つ
な
い
て

乾
煤
す
る
。
し
み
大
根
。

g

そ
の
他

そ
ば
を
ひ
い
て
湯
が
い
て
餅
に
し
て
食
べ
る
。

あ
わ
餅
。

餅
•
だ
ん
ご
等
（
特
別
の
日
）

E

餅
を
つ
く
日
（
月
は
旧
暦
）

お
正
月
用
(
1
2月
2
8日
）•
お
十
八
夜
(1
月

1
8

日
）

・
小
正
月

(
2
月

1
日
）

・
節
句
ー
草
餅

(3
月
3

日

）
•

お
し
ゃ
か
様
の
日
(4
月
8

日
）

・
節
句

(
5
月

5
日
）

・
住
吉
神
社
の
日

(
6
月
1
5
日
）
•
お
墓
詣
り
の
日
(
9
月
2
1
日
）

•

毎
月
の
一
日
と
十
五
日
は
休
み
日
で
餅を
つ

゜
＜
 S

赤
飯
を
つ
く
る
日

村
氏
神

（伊
去
波
夜
和
気
命
神
社
ー
御
深
山
さ

.
？
ち

ま
）
の
祭
り
日

(
8
月

1
日
）

・
内
神

（
天
照

皇
大
神
宮
）

の
祭
り
日

(9
月

16
日）

団

だ
ん
ご
を
つ
く
る
日

春
•

秋
の
彼
岸

•

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
死
ん
だ
日

(2
月
8

日

）
•

お
盆
(
7月
1
3.
1
4.
1
5日
）

お
大
師
さ
ま
の

日

(
11
月

23
日
）
・事
ば
ら
い
の

日

(
12
月

8
日：・
家
族

の
数
だ
け
作

っ
て
木

に

は
さ
ん
で
「
カ
ラ
ス
‘
カ
ラ
ス

'-
と
呼
ん
で
烏

に
食
べ
さ
せ
る
）

g

し
と
ぎ
を
作
る
日

内
神

（天
照
皇
大
神
宮
）
の
お
祭
り
日

(
9
月

16
日
…
米
粉
を
ね

っ
て
手
で
趾

っ
た
形
に

つ
く

り
六
個
あ
げ
る

）。

5

お
は
ぎ
を
作
る
日

お
地
蔵
さ
ん
日

(
8
月

24
日
）

・
え
ひ
す
こ
の

日

(10
月

20
日
）。

固

そ
の
他

な七
の
か
日

(
7
月

7
日
に
は
墓
掃
除
の
日
‘
う

ど
ん
を
作
る

）

．
煤
は
ら
い
の
日

(
12
月

18
日

ー
小
豆
御
飯
）。

▶
馬
場
信
雄
氏
の
屋
敷
神
（
稲
荷
神
社
）

こ`
蘭
岳
薫

l,'汰
i

‘̀,t
E
9リ
摂

●
●
暑

ヽ
し
r
l
.モ]i

し

国

住

（次

ペ
ー
ジ
下
段
参
照

ー

▶
千
本
杵
（
み
そ
作
り
用
）

飲
食
用
具

次

ペ
ー
ジ
上
段
参
照
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話者：．．． 亀山やその（明35.10.12生

状 形
質 材 称 名

途 用

米 餅 け ウ

脱麦 つ
や

穀を き
- つ

＜ 用 き ス

----------------------------------・・-----・-・・・  ―→  ー一 臼

い大 石 ヒ
て麦

粉・9 キ
に大
す豆 ウ

るを
ひ 材 ス

米 餅 力‘ け キ

. 太.麦 .細.つ し や

い つ ぃ き き
- き -

用 用 梅 ネ

------------------------・------ 杵
同 干

本

ギ

上 ネ

地手入 質 材 称 名

不 鉄 鉄 鍋

鉗失 ガ ナ

明 マ ペ 立父

は黒
石 里ヽヽ

茶 飯
不ぬ

ぬ せ

明り り と ワ わ

-の の
物 ん

木 巻 木 ン

ヵ 鳴 桑 ォ
汁

マ ッ
の ュ ゎ

サ ヮ
ん

キ 子 木 ン

不 材 外 内 セ: ネ
平

質 側 側I 
はう Iぅ コ
不る 黒る赤 ,,,-t',,, . 

明 明 しのしの ン 足

H背
膳

不 の 合杉 セよ 高
皮 せ " 

目
レ

は
の
と

明 桜{ ン 足 き

不 の A ロ メ マ
弁

皮 せ ゲ

目 杉
ン ワ

当

は ツ
入

明 桜 ノぐ ノゞ
れ

屋敷内配置図（門・垣・屋敷林• 井戸 ・駐敷神などし記入） 母filllll取図 1部杞名・ 広さ・いろリ ・床など も記入）

品
―可 ,,-001/,,-%1//,%1////,, 垣クグ

口l間

国
7
]

竺
ご

．
．
．
．
 

2
間

2
間

2rd「|三
・ s r11 ・ 

染tl',

（下がイ ワ・上が木造）

• G問一

母 屋•‥寄せ棟、屋根材はカヤ（青年会のカヤ野のカヤでまに合った）、裏の方

に板民恨で一間のゲヤをおろしている。

II( 妥'I
屋敷神 （ウズ神）は稲莉神社で裏の吊敷内の小莉い場所にあり 、祭礼は 9月10日

9月9日の朝、馬場カメイ II')族） の七軒で,.,刈り、周囲の船除をし、夜は よご

しりする。

変 遷

その 他

北

4
_ー

三 t1
• þÿ�3�.�5•“

オ
リ
マ
ワ
シ

は
側

8間

L
 

i
 

入押
阻
千

ナンド

囮 デイ

贋11111111

了・

阪子

椒
戸

オカミ

駆子

ワ

戸 雨戸 オリマワシ（緑側） 雨戸 妄 戸袋

北

f
_
_
 

sr.11 

土 間で、昭和40年頃コンクリ ー トにし た。縄ない、コモ編み、炭スコ編 み、餅

つき 、味弔打、その他簡単な作業を した。

ダイドコロ・・・炉荘、赤土のカマド 、釜立て柱に釜の神が祀ってある。

オ カ ミ---吝間、客の寝 間、割い人の税1111に用い,.,

デ イ…主人夫婦の寝間
-I贄敦の闇あり 。

コザ シ キ 子供の社1111 ナンド莉夫埒の部庄、産品千ど しの寝1111。カツラ…炊,1屯i
●炉ばたには 自在鈎（「カギ」）---竹製。上にはワラ製のペンケイ

炉ばた（ふんごみ火戸） をつるし魚などを串にさし干す。また干 しカゴ（魚）をつるし

た。
オンナザ（主婦）且二；；tt ::、;::I;/; 

'" 吝座

イワにした。

●灯火具は大正末ま でランプ、神棚にはなたね油を用いる.. 
話者・・・馬堪 信 雄 （ 明41.3.18生）
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（片岡伸行氏）
., 
（岡田市子氏） （亀山庄平氏）

ow 

―
―
 

◀
鼈
の
神
（
岡
東
平
氏
提
供
）

▶
た
れ
ば
か
ま

六
、
運
輸
•
交
易

運
搬
具
…
…
屑
負
い
運
搬
具
は

「
テ
ン
ピ
ン

棒
」

で
水
桶

•

こ
や
し
桶
を
運
搬
し
た

。

背
負

ぃ
具
と
し
て
は
タ
ン
ガ
ラ

（
堆
肥
の
運
阻

）
・
ハ

ン
ド
ウ

・
ヤ
セ
ウ
マ

（薪
や
木
を
背
負
っ
て
運

搬

）；
畜
力
述
搬
具
は
タ
レ

。ハ
カ
マ

（主
と
し
て

堆
肥

•

土
な
ど
の
運
搬
に
用
い
る
）
。人
力
と
し

て
は
テ
モ
ゾ

コ

（
ワ
ラ
三
尺
四
方
の
角
形
を
し

堆
肥
を
運
搬
）。

車
は
大
八
卓

（稲
｀
主
と
し

て
重
い
も
の

）
荷
車
は
稲
と
か
の
牒
作
物
を
運

搬
す
る
。

話者：屯山庄平（明38.4.24生

十 石 渡
他

浜 巻 波 地

酒 区
雄

屋 魚 か
勝 ら

石 来
女 JIJ る

JII 
屋 屋 者
、一・ ,_, 

海 海 注 毎
来

草年 文
＾ ． ． , ． . を
春ひ秋の と る
＼じ I I) つ

夏き 冬 て 日
,_, 

時
ふ、

の
期

り

脊 ニー荷 箱カテ

負 升升 ン
述

し、 卜 ト車 ゴピ

ツ＇ソ ン
つ

クク樽 棒

コ I) I) 搬

大
正
末

’自‘ カ入

ら
,_, 

行

商

◀
ば
ん
ど
う

◀
た
ん
が
ら
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曰

正
月
の
用
意

煤
払
い

…
；
．
―
―
一
月
二
三

日
‘
神
棚
を
掃
除

し
‘
天
井
や
梁
の
煤
を
お
と
し
‘

m
宜
を
外
し
て

た
た
く
。

町
た
し
：
．．．
．
 ――一
月一

＿＿―-日

1
二
八
日

餅
つ
き
…
…

二
八
日

‘
朝
二
時
頃
か
ら
午
前

中
か
か
っ
て
四
斗
位
の
餅
を
つ
く
。
山
か
ら
エ

ノ
ミ
の
枝
を
伐
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
餅
を
つ
け

メ
ェ
ー
ダ
マ
木
を
つ
く
る
。
ま
た
山
か
ら
伐
っ

て
き
た
栗
の
枝
に
だ
ん
な
殿

（主
人

）
の
年
の

数
だ
け
の
餅
を
つ
け
る
。
こ
れ
を
庭
メ
ェ
ー
ダ

マ
と
言
っ
て
正
月
庭
に
か
ざ
る
。

g
年
と
り

松
迎
え
•
•
•
朝
早
く
山
に
行
っ
て
三
蓋
の
松

の
枝
一
本
伐
っ
て
く
る
。

年
中
行
事
（
月
は
旧
暦
で
あ
る

t且
計
叶
；
’
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▲正月獅子振の獅子頭

飾
り
つ
け
…
…
年
寄
り
は
午
前
中
に
風
呂
に

入
っ
て
身
を
消
め
る
。
ナ
カ
ノ
間
の
神
棚
に
五

・

し

め
な
わ

七
•
三
の
注
連
縄
を
は
る
。
歳
徳
神
に
は
三
蓋

の
松
を
か
ざ
り
、
台
所
の
釜
の
神
•
井
戸
·
便

所

・
納
屋

・
機
械
類
に
は
コ
ド
シ
織
を
は
る
。

臼
伏
せ
…
…
臼
の
年
と
り
。
庭
か
納
屋
に
臼

を
伏
せ
‘
そ
の
中
に
一
升
ま
す
に
供
え
餅
と
と

ぎ
米
を
入
れ
る
。
臼
の
周
囲
に
注
連
織
を
は
る
。

年
と
り
食
事
・
・
・
・
米
の
御
飯
•
さ
し
み
・
納

豆
•

く
ず
か
け

（こ
ん
に
ゃ
く

・
魚
・
竹
の
こ

・

し
い
た
け

）
を
お
正
月
さ
ま
に
あ
げ
‘
そ
れ
と

同
し
食
事
を
家
族

一
同
て
食
べ
る
。
夜
は
遅
く

ま
で
起
き
て
い
る
。

国

正

月

元
朝
詣
り

若
水
く
み
…
伏
せ
た
臼
の
上
に
置
い
た
若

水
桶
に
元
日
の
早
朝
‘
年
男
か
井
戸
か
ら
水
を

汲
む
。
そ
れ
で
雑
煮
を
つ
く
る
。

買
い
そ
め
…
…

二
日
、
石
巻
に
行
っ
て
買
い

そ
め
を
す
る
。

獅
子
振
り
…
二
日
青
年
会
の
人
々
が
各

戸
を
ま
わ
る
。

臼
お
こ
し
…
…
四
日
‘
伏
せ
た
臼
を
お
こ
す

C

一
升
ま
す
の

中
に
入
れ
た
供
え
餅
に
と
ぎ
米
が

沢
山
つ
け
ば
‘
そ
の
年
は
作
が
ら
が
良
く
‘

つ

か
ぬ
時
は
作
が
悪
い

。
そ
の
と
ぎ
米
で
小
豆
粥

を
つ
く
る
。

年
始
ま
わ
り
…
…
四
日
。

ご
が
ん
に
ち
…
…
五
日
。

若
木
迎
え
：
…
•
六
日
‘
山
に
お
は
ね
と
コ
ド

シ
蠅
を
持
っ
て
い
き
‘
な
ら
の
木
に
あ
げ
て
拝

み
‘
一
本
伐
っ
て
く
る
。
そ
の
木
を
小
さ
く
切

っ
て
乾
燥
さ
せ
て
お
く
。
(
-
四
日
‘
ア
カ
ッ

キ
粥
を
つ
く
る
時
の
薪
に
す
る

）

七
草
粥
：
・
：
七
日
‘
小
豆
と

七
草
（
せ
り

・

冬
菜

•

青
物
）
を
入
れ
た
粥
を
つ
く
り
、
家
族

で
食
べ
る
。

厄
日
•
•
•
八
日
。

農
は
だ
ち
：
・
・
:

1
0
日
‘
五
月
田
植
え
の
苗

を
丸
め
る
織
や
馬
の
手
綱

・荷
つ
け
綱
を
な
う
。

作
は
だ
ち
…
・
:
―
一
日

、
朝
起
き
る
と
す
ぐ

歳
徳
神
に
立
て
た
三
爺
の
松
を
苗
代
に
持
っ
て

行
っ
て
刺
し
‘
＝
一
鍬
堀
っ
て
拝
む
。

山
の
き
り
そ
め
…
・
：
一
―
-
日
‘
山
へ
行
っ
て

木
を
伐
る
ま
ね
を
す
る
。
帰
っ
て
き
た
ら
‘

山

の
神

の
日
と
言
っ
て
御
馳
走
を
食
べ
る
。

お
日
待
…
…
―
二
日
‘
講
中
毎
戸
か
ら
お
わ

ん
で
一
ぱ
い
の
米
で
御
飯
を
た
き
‘
皆
で
全
部

食
べ
る
。
ま
た
屋
敷
神
古
峯
神
社
に
参
拝
し
‘

火
災
よ
け
の
祈
願
を
す
る
。

ハ
ナ
ミ
木
…
…

一
三
日
の
夕
方
‘
山
に
行

っ

て
カ
ッ
ノ
木
を
伐
り
‘
ハ
ナ
ミ
木

（
け
ず
り
か

け
）
を
作
っ
て
‘
神
棚
に
三
本
・
釜
の
神
に
一

本

・
歳
徳
神
に

一
本
あ
け
る
。

カ
セ
ド
リ
・
正
月
お
さ
め
．．．．．． 

一
四
日
朝
‘

雑
煮
を
食
べ
て
休
む
。
夕
方
‘
子
供
た
ち
が
「
カ

セ
烏
ケ

ッ
ケ
‘
餅
ケ
ロ
ケ
ッ
ケ
」
と
唱
え
な
が

ら
各
家
の
戸
口
に
立
ち
‘
切
り
餅
を
も
ら
っ
て

歩
く
。
そ
れ
を
ア
カ
ツ
キ
粥
に
入
れ
、
お
正
月

さ
ま
に
あ
げ
て
拝
み

‘
家
族
で
食
べ
る
。
そ
の

後
‘
注
連
織
を
全
部
は
ず
し
て
お
ろ
し
‘
屋
敷

神
の
境
内
に
納
め
る
。

長
虫
払
い

：
・
…

-
五
日
‘
前
の
晩
に
食
べ
た

茶
碗
な
ど
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
朝
に
洗
い
‘
そ

の
洗
い
水
を
ハ
シ
リ
に
捨
て
な
い
て
‘
家
の
周

囲
に
ふ
り
ま
く
。
（
長
虫
が
家

の
中
に
入
ら
な

い
よ
う
に
と

）

鳥
追
い

…
…

一
六
日
‘
早
朝
‘
竿
の
先
に
正

月
の

御
弊
を
結
ひ
‘
子
供
た

ち
が

「
ヤ
ホ
ー

ヤ
ホ
ー
」
と
叫
ひ
な
が
ら
ハ
ナ
ミ
木
の
あ
ま
り

木

（長
さ

一
尺
五
寸
）
て
叩
き
‘
カ
ラ
ス
を
追

。

‘
ム
ぅ

し
才

◀
は
な
み
木
（
は
ろ
み
木
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国

＝

＝

月

節

供

…
…
三
日
‘
餅
を
つ
い
て
食
ぺ

‘
休

む
。

▶
青
年
会
総
会
の
時
お
が
む
秋
葉
山
と
山
の
神

◀
成
木
責
の
刀

注
…
…
水
沼
字
天
似
―
四
一
の
片
岡
伸
行

氏
の
家
で
は
‘
ハ
ナ
ミ
木
の
余
り
木
を
刀

状
に
削
り
、
そ
れ
で
柿
の
木
を

「
ナ
ル
カ

・

ナ
ラ
ヌ
カ
」
と
一
人
が
唱
え
な
が
ら
叩
き
‘

も
う
一

が
「
ナ
リ
マ
ス

・
ナ
リ
マ
ス
」

と
答
え
て
成
り
木
貢
め
を
行
う。

仏
の
日
…
…
一
六
日
‘
小
豆
御
飯
と
油
あ
げ

の
ま
せ
物
を
食
ぺ
‘
お
袋
詣
り
を
し
‘
お
寺
へ

御
年
始
に
行
く
。

こ
の
日
は
休
み
日
。

蔦
の
年
と
り
（
小
正
月
の
晦
日
）
：
：
・・三

一

日
｀
夕
方
山

へ
行
っ
て
蔦
ウ
ル
シ
を
と

っ
て
き

て
歳
徳
神
に
あ
げ
‘
餅
を
つ
く
。

g
二

月

蔦
の
正
月
（
小
正
月
）

…
…

一
日
i
三
日

百
万
遍
…
…
八
日
‘
各
講
中
か
ら

一
人
ず
つ

団
子
を
も
っ
て
宿
前
に
集
ま
り
‘
仏
前
に
供
え

大
き
な
数
珠
を
数
百
回
も
廻
し
、
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ

プ
ツ
‘

ナ
ミ
ア
ム
ダ
プ
ツ
」
と
唱
え
な
が
ら
祈

認
す
る
。

初
午
の
日
…
お
茶
を
飲
ま
な
い
。

◀
百
万
遍
で
使
用
す
る
道
具

ヤ
コ
メ
…
…
苗
代
に
種
ま
き
し
た
後
‘

植

つ

け
の
種
の
一
部
分

（
一
升
か
二
升
）
を
ス
リ
バ

チ
で
す
り
米
に
し
‘
鉄
な
ぺ
て
炒

っ
て
臼

で
つ

き
‘
折
っ
た
白
い
紙
に
包
み
‘
そ
れ
を
青
竹
の

先
に
は
さ
ん
で
田

に
立
て
る
。
子
供
に
食
べ
さ

せ
る
。

秋
葉
山
：
…・

-
五
日
…
青
年
会
の
総
会
。
秋

葉
山
・
山

の
神
の
碑
を
拝
み
‘
宿
前
て
総
会
を

も
ち
‘

一
年
の
山
の
行
事
を
と
り
き
め
‘
後
‘

懇
親
会
。

彼

岸

…

…

一
八
日

1
二
四
日
。

観
音
講
…
…

二
四
日
‘

宿
前
に
集
合
し
て
観

音
様
の
お
掛
図
を
拝
み
‘
冠
婚
葬
祭

の
料
理
‘

行
儀
作
法
を
年
寄
り
か
ら
習
い
‘
そ
の
後
愁
親

会
。
無
断
で
欠
席
で
き
な
い

。

▶
観
音
講
の
掛
図
（
大
悲
正
観
世
音
像
）

（
六
）
四
月
•
五
月

お
釈
迦
さ
ま
の
日
…・
：
四
月
八
日
‘
団
子
を

つ
く
り
‘
仏
前
に
供
え
る
。

節

供

：・
・・・
五
月
五
日
‘
餅
を
つ
い
て
休
む
。

ソ
オ
リ
：
：
田
植
え
の
始
ま
る
日
‘
お
田
の

神
を
ま
つ
る
。
赤
飯
の
お
に
ぎ
り
を

つ
く
り
‘

苗
三
把
に

そ
れ
ぞ
れ
―
つ
ず
つ
の
せ
‘
庭
に
か

ざ
り
拝
む
。
こ
の

お
に
ぎ
り
を
食
ぺ
る
と
腰
が

痛
く
な
ら
な

い
。

サ
ナ
ブ
リ
…
田
植
え
の
終
っ
た
夕
方
、
餅

を

つ
い
て
神

•

仏
に
あ

げ
て
拝
み

‘

皆
て
食
べ

る
と
い
う
。

注
…
サ
（
ソ
）
オ
リ
は
‘
サ
（
ソ
）
と

よ
ば
れ
る
田
の
神
が
降
り
て
く
る
初
田
植

え
の
行
事
。
サ
ナ
プ
リ
は
サ
ノ
ポ
リ
の
転

訛
で
、
田

の
神
が
田
植
え
終
わ
り
を
見
と

ど
け
て
天
へ
帰
る
日
か
ら
き
た
と
言
わ
れ

田
植
え
の
無
事
終
了
を
感
謝
す
る
‘
稲
作

儀
礼
ー

『

日
本
民
俗
査
料
事
典
』

（第

一
法
規
出
版
刊
）
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▶
盆
棚

因

七

月

ナ
ノ
カ
日
…
…
七
日
‘
墓
掃
除
‘
井
戸
替
え
。

七

夕

：
・
…
七
日
の
夕
方
‘
子
供
た
ち
が
お

稲
荷
さ
ん

（屋
敷
神
）
の
境
内
に
集
ま
っ
て
舞

台
を
造
り
‘
七
夕
さ
ま
を
か
ざ
り
つ
け
‘
と
う

み
ぎ
•
野
菜
を
供
え
、
舞
台
の
上
て
ラ
ン
プ
カ

ン
を
叩
き
‘
唱
歌
を
歌
っ
て

一
晩
さ
わ
ぐ
。
か

や
を
つ
っ
て
み
ん
な
で
泊
る
。
次
の
日
の
朝
‘

太
鼓
や
ラ
ン
プ
カ
ン
を
叩
き
な
が
ら
‘
下
流
の

水
沼
川

へ
行
っ
て
供
え
物
を
流
し
‘
七
夕
送
り

を
す
る
。

盆
棚
か
ざ
り
…
…

一＿―
-
日
‘
組
立
式
‘
花
は

自
分
の
家
で
植
え
た
も
の
を
あ
け
る
。

燈
籠
柱
…
…

一
三

日
‘
新
仏
と
年
忌
に
庭
に

立
て
る
。

迎
え
火
…
一
三
日
の
夕
、
麦
か
ら
で
作
っ

た
タ
イ
マ
ツ
に
火
を
つ
け
て
‘
庭
で
迎
え
火
を

も
や
す
。

お
墓
詣
り
：・
…

-
四
日
‘
亀
山
カ
メ

（同
族

の
人
々

）
て
お
墓
詣
り
を
す
る
。

盆

礼

：：・

-
五
日
‘

他

の
家
々
の
仏
を
拝

む
。盆

送
り
…
…

一
六
日
‘
夕
方
‘
麦
殻
て
つ
く

っ
た
タ
イ
マ
ツ
を
も
っ
て

‘
供
え
物
を
盆
ご
も

に
包
ん
で
お
寺

（龍
泉
院
）
の
下
の
送
り
場

へ

も
っ
て
行
き
‘
燃
や
す
。

二
0
日

盆

：・：

二

0
日‘

燈
簡
柱
を
と
り
は

ず
す
。

送
り
盆
…
…

――
1
0
日
‘
盆
礼
で
行
き
か
ね
た

家
の
仏
さ
ま
を
拝
む
。

囚

八

月

村
氏
神
（
伊
去
波
夜
和
気
命
神
社
…
…
御
深

山
さ
ま
）
の
祭
：
・…

-
日
‘
前

の
晩
は
夜
ご

も
り
‘
祭
り
日
は
赤
飯
を
た
き
‘
村
氏
神
へ

も
っ
て
行
き
‘
参
拝
:
色

3

九
月
・
十
月

節

供

…
…
九
月
九
日
。

お
稲
荷
さ
ん
の
祭
り
：
・・・・
九
月
一
六
日
‘
屋

敷
神

の
祭
り
。
亀
山
カ

メ
て
参
拝
。

刈
上
げ
の
朔
日
…
…

一
0
月

一
日
‘
餅
を
つ

い
て
神
棚

に
あ
け
る
。

秋
葉
山
…
…

一
0
月
一
五
日
、
青
年
会
総
会
。

二
0
日
え
び
す
講
：
・…

―
-
0
日
。

観
音
講
…
…

二
四
日
。

田

十
一
月

・
十
二
月

御
大
師
さ
ん
…
・
:
＋

一
月
ニ
―――
日‘

ハ
ギ
の

◀
地
蔵
祭
り
の
地
蔵

お
め
月
さ
ま

：
…
一
五
日
、
青
年
会
で
祀
っ

て
い
る
八
幡
神
社
の
祭
り
‘
前
の
晩
は
前
夜
祭
。

地
蔵
祭
り
：
・・
・・ニ
四
日
‘

お
寺
の
地
蔵
尊
の

お
祭
り
‘
前
の
晩
は
夜
ご
も
り
。
朝
お
は
ぎ
を

作
り

あ
げ
る
。

木
で
長
い
箸
を
作
っ
て
、
そ
れ
で
小
豆
粥
に
餅

を
入
れ
‘
十

二
人
の
子
供
に
食
ぺ
さ
せ
る
。

ミ
ズ
コ
ボ
シ
の
朔
日
…
…

―
二
月
]
日
‘
炉

の
四
隅
に
‘

豆
殻
に
豆
腐
を
さ
し
て
立
て
‘
水

を
豆
腐
に
か
け
る
。
そ
の
豆
腐
を
お

it
に
入
れ

子
供
た
ち
に
食
ぺ
さ
せ
る
。

タ
ヅ
ク
リ

（
コ
マ

メ
）
を
‘
玄
関
の
入
口
や
雨
戸
の
入
口
に
数
匹

ず
つ
は
さ
む
。

事
ば
ら
い
．
ゾ
…
十

二
月
八
日
‘
家
族
の
数
だ

け
の
団
子
を
作
っ
て
木
に
は
さ
み

‘
地
蔵
さ
ん

の
あ
る
所
ま
で
も

っ
て
行
き
‘

「
カ
ラ
ス
‘
カ
ラ

ス
」
と
呼
ん
で
カ
ラ
ス
に
食
べ
さ
せ
る
。

話
者
：・：
・
亀
山
甚
四
郎

（明
治

41.12.26
生
）
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昭和53年度民具収集調査 （稲井水沼束沢地区）

① 調査日 …… 7月23日 ・24日 調査者鈴 木東行（市文化財保護委員）

岡田 寛（石巻工業高校教諭）

調査補助員 木村浩之（石巻工業高校人文科学部員）

阿部達也( II II ) 

② 収集日・…・・10月26日 収集者鈴木東行

庄司恵一（市教委文化係）

③ 収集民具

項目 品 名 計

はんてんこ (3) はんこももしき ももしき ちゃんちゃんこ

衣 子供用着物 (2) 改良作業衣 作業衣 (2…上 ・下） すげがさ 15 

ひ
-ゞ

も き
-ゞ

ざ 火 の し'--- ヽ

木汀九

ざんぐり （糸とり機） さんご ひ 3 

織

たかぜん しってこ （汁器） 釜 ム 千本杵 （餅つき用）ロ
食 5 

千本杵（みそ製造用）

住 火 鉢 ろまわり かぎ （自在鈎） 3 

生 しろかき機 (2) 手押ししろかき機 しろかき用くら 除草機
産

稲刈り 機 もみどうし まんご〈 俵あみ 具 わ らきり 11 ヘ

農 消毒器ヽ

運
ばんどう たんがら 手もっこ たればかま 馬のにぐら搬

7 
通 (2 ... 馬車用と 一般運搬用） 拍 子木
信

社
会

消火用ポンプ （大正 3年頃使用） ポンプ入れ 2 
生
活

人
の

え じ 1 
" 

生

信

はなみぎ （はろみぎ） 成木 責（なるきぜめ） 2 

仰

総

49 

計



(21) 第 9号 石巻市文化財だより 昭和55年 3月31日

一
、
発
見
の
契
機

昭
和
五
十
三
年
＋

一
月
‘
仙
台
郷
土
研
究
会

常
任
理
事
逸
見
英
夫
氏

．（平
務
局

・
仙
台
市
二

日
町

）
よ
り
連
絡
か
あ
り
‘
鋳
銭
場
閃
辿
査
料

発
見
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
所
有
者
は
京
都
市

の
古
由
店
主
昂
山
疫
雄
氏

（
雄
勝
町
出
身
）
と

の
こ
と
て
‘
逸
見
氏
か
京
都
の
大
学
の
同
窓
会

出
席
の
折
‘
い
甲
山
氏
と
逸
見
氏
は
同
窓
生
で
会

っ
た
際
に
森
料
を
紹
介
さ
れ
た
。
私
も
仙
台
郷

土
研
究
会
の
理
事
で
逸
見
氏
に
は
日
頃
こ
指
＃

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
こ
の
森
料
の
梢
報

か
も
た
ら
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

二
、
購
入
ま
で
の
経
過

鋳
銭
場
森
料
と
し
て
も
内
容
が
把
捏
て
き
な

い
た
め
‘
市
教
委
社
会
教
育
課
に
お
顛
い
し
て

昭
和
五
十
四
年
二
月
‘
元
市
図
忠
館
長

＇
現
市

史
編
蹂
室

の
橋
本
晶
氏
と
共
に
京
都
に
行
か
せ

て
い
た
だ
き
‘
白
E

山
氏
の
ご
好
慈
に
よ
り
査
料

全
部
の
目
録
と

一
部
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
査
料
は
後
述
の
目
録
の
よ
う
に
‘
全

国
に
お
か
れ
た
銭
座
を
硲
府
の
金
座
役
人
か
視

察
し
た
時
の
記
録
て
‘
石
巻
鋳
銭
場
関
係
は
勿

論
‘
都
府
直
営
の
難
波
の
銭
座
‘
水
戸
領
内
の

銭
座
査
料
及
ひ
鋳
銭
場
絵
図
面
か
あ
り
‘
石
巻

鋳
銭
場
と
そ
の
閾
連
‘
比
較
研
究
の
て
き
る
代

一
、
石
巻
鋳
銭
場
に
つ
い
て

重
な
賓
料
と
判
明
し
‘
市
教
委
へ
購
入
方
を
顕

い
出
た
。
価
格
は
百
五
十
万
円
て
も
あ
り
、
石

巻
市
と
し
て
も
史
査
料
購
入
の
前
例
か
な
く
心

配
さ
れ
た
か
‘
青
木
市
長
は
し
め
市
当
局
‘
浜

田
教
育
長
‘
干
築
社
会
教
育
課
長
の
こ
理
解
で

補
正
予
鉗
を
つ
け
て
い
た
だ
き
購
入
す
る
こ
と

か
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
所
有
者
て
あ
る
閉
山

氏
は
売
る
意
志
は
な
か

っ
た
の
て
あ
る
か
‘
地

元
の
た
め
に
な
る
な
ら
と
ご
理
解
い
た
た
き
‘

十

一
月
杜
会
教
育
課
文
化
係
長
本
田
氏
と
共
に

京
都
に
赴
き
‘
古
文
料
を
購
入
し
て
来
た
わ
け

で
あ
る
。

tL
戸
時
代
の
貨
幣
鋳
造
は
‘
切
症
府
の
独
占
と

な
り
、
金
座
・
銀
座
・
銭
座
が
設
置
さ
れ
て
行

な
わ
れ
た
。
銅
銭
は
党
永
通
宝
で
あ
る
か
‘
こ

の
党
永
通
宝
は
‘
最
初
に
究
永
三
(
-
六
二
六
）

年
水
戸
て
作
ら
れ
た
か
‘
の
ち
究
永
十
――一
年‘

江
戸

・
近
江
坂
本
の

二
か
所
の
銭
座
で
本
格
的

に
鋳
造
さ
れ
‘
翌
年
か
ら
水
戸

・
仙
台

・
三
河・

吉
田
・
信
濃
松
本
・
越
後
高
田
・
長
門
萩
・
備

前
岡
山

・
血
立
後
竹
田
の
八
か
所
に
銭
座
か
増
設

さ
れ
た
。

こ
の
仙
台
で
の
鋳
銭
の
楊
所
は
栗
原

郡
三
迫
と
さ
れ
て
い
る
か
場
所
は
不
明
て
あ
る
。

こ
れ
は
究
永
十
五
年
に
中
止
と
な

っ
た
か
‘
こ

の
例
に
な
ら

っ
て
享
保
年
間
藩
主
吉
村
公
は
湘

財
政
辿
迫
の
対
策
と
し
て
硲
府

へ
鋳
銭
の
許
可

-`
 -．．、;

こ
の
の
ち
断
続
的
に
安
永
七
年
ま
で
石
巻
で

究
永
通
宝
の

銅
銭
か
鋳
造
さ
れ
た
。
天
明
四
年

前
年
の
飢
饉
に
よ
る
窮
民
救
済

・
湘
財
政
難
打

開
の
た
め
硲
府
の
許
可
を
得
て
‘
仙
台
領
内
通

用
の

「
仙
台
通
宝」（
撫
角
銭

・
角
銭

）
の
鉄
銭

を
鋳
造
し
始
め
た
。

こ
の
銭
は
党
永
通
宝
に
比

べ
る
と
質
砒
と
も
に
劣

っ
た
た
め
貨
幣
価
値
か

下
落
し
、
同
八
年
に
中
止
し
て
い
る
。

こ
の
の

ち
天
保

・
安
政

＇
疫
応
と
断
続
的
に
銭
鋳
造
か

行
な
わ
れ
明
治
維
新
を
む
か
え
て
い
る
。

▲ 『金局公用誌J

邸
を
提
出
‘

享
保
十

一
(
-
七
二
六
）

年
に
許

可
さ
れ
‘
場
所
は
牡
鹿
郡
右
巻
に
決
ま

っ
た
。

石
巻
に
指
定
し
た
理
由
と
し
て
‘
東
北
大
学
所

蔵
の

「
記
鋳
銭
場
エ
図
後
」
に

半
保
十

二
年
丁
未
今
之
大
君
吉
村
朝
臣
以

究
氷
之
前
跛
申
請
之
江
戸
宮
司
紫
昨
命
於

佳
命
其
奉
行
及
諾
有
司
択
水
木
薪
炭
運
漕

凡
宜
事
之
処
新
営
構
其
場
区
於
牡
鹿
郡
石

巻
邑
以
鋳
銭

と
あ
り
、
河
池
な
の
で
燃
料
・
原
鉱
・
製
品
の

運
送
上
便
利
で
あ
る
点
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
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鼻
囚
§
尼

＾
｀
咆
し
人
杖
入

A
至
＋

t

了＂

沢
屈

日

a
ふ止

▶
和
河
摂
播

◀
御
用
先
觸

巡
行
記

h
勾
丸

i
 

9
R
A牙
け
た

鋳
銭
場
に
関
し
て
は
‘
石
巻
市
史

一
巻
に
記

載
さ
れ
、
古
文
忠
•
絵
図
類
・
現
物
査
料
は
毛

利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

金
局
公
用
誌
は
‘
全
部
て
六
十
六
点
‘
後
述

の
目
緑
の
通
り
で
あ
る
か
‘
こ
れ
は
硲
府
の
金

座
役
人
奥
田
昌
芳
が

明
治
初
期
に
‘
硲
府
の
銭

座
に
関
す
る
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
て
‘
石
巻

鋳
銭
場
は
勿
論
‘
福
府
直
営
の
難
波
銭
座
に
関

し
て
も
あ
り
‘
特
に
難
波
で
百
文
銭
が
鋳
造
さ

れ
た
こ
と
の
森
料
が
多
く
見
ら
れ
る
が
‘
硲
府

と
各
銭
座
の
つ
な
が
り
か
判
明
で
き
よ
う
。
外

に
天
保
年
間
以
降
の
石
巻
鋳
銭
場
と
他
領
内
の

鋳
銭
場
と
も
比
較
て
き
る
好
森
料
と
い
え
る
。

四
、
資
料
の
活
用

金
局
公
用
誌
‘
全
六
十
六
点
は
全
部
解
読
し

文
化
財
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て

い
る
。
本
査
料
に
つ
い

て
は
‘

今
後
解
読
し
て

一
括
森
料
梨
の
よ
う
な
形
て
紹

介
し
た
い

と
息

っ
て
い
る
。

最
後
に
‘

今
回
の
「
金
局
公
用
誌
」
の
購
入

に
つ
い
て
こ
理
解
い
た
た
い
た
百
木
市
長

・
浜

田
教
育
長

・
千
莱
社
会
教
育
課
長
な
ら
ひ
に
市

関
係
当
局
に
淳
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
ー
、
出
張
所
御
取
建
御
普
印
御
入
用
取
調
忠

2
‘
諸
品
買
入
直
段
書

3
‘
鋳
銭
吹
立
道
具
井
二
諸
場
所
奉
公
増
仕
事
手
続
控
帳

4
‘
百
文
銭
方
諸
場
所
仕
業
増
銀

5
、
下

鉢

切

手

続

忠

一

面

6
‘
百
文
銭
鋳
立
方
手
続

7
‘
百
文
銭
鋳
放
出
来
帳

8
‘
出
入
町
人
住
所
名
前
書

9
‘
浪
華
直
銭
局
要
記
附
録

10
、
年
中
行
事

11
｀
摂
播
巡
行
記

12
‘
於
深
川
鉄
吹
方
道
具
代
付

13
‘
手
代
棟
梁
職
人
上
坂
手
当
並
賃
銀
取
調
雷

14
、
在
坂
日
記

15
‘
浪

華

御

城

出

入

鑑

札
写

16
、
大
吹
所
道
具

17
‘
御
用
先
触

18
、
摂
州
難
波
村

19
、
摂
州
難
波
村

20
、

巴

調

21
、
（
日

記
）

22
、
（
人

名

）

23
、
（
雷

状
）

24
‘
党

25
、

（
忠

状

）

26
‘
上
京
日
記

27 

大江

両
銭
局
便
院

28
‘
通

29
‘
百
文
銭
吹
方
鋳
銭
座
絵
図
面

30
‘
百
文
銭
方
正
減
取
調

抜

奥
田
真
太
郎

鋳
銭
御
場
所
御
渡
地
図

絵
図
而

直
銭
局
印
紙

『金
局
公
用
誌
』
（全

66
点）

目
録

I '1 
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40
‘
百
文
銭
勘
定
害

41
‘
百
文
銭
出
来
高
書

42
、
（書

状

）

43
‘
百
文
銭
方
日
之
勘
定
帳
井
月

一
勘
定
雷

4
4
‘
銅
四
文
銭
吹
方
別
記
書
抜

45
‘
明
和
度
鋳
銭
御
達
書

（
水
戸
領
内

二
而
鋳
銭
吹
方
）

46
‘
御
伺
忠

47
‘
百
文
銭
出
来
吹
減
勘
定

48
‘
百
文
銭
方
入
用
調

49
‘
百
文
銭
方
諸
入
用
割
合
井
種
銭
万
取
扱
其
外
共
御
掛
り
御
勘
定
方

6
座
方
年
寄
勘
定
役
江

直
之
御
尋
二
付
書
面
を
以
申
上
條
写

50
‘
百
文
銭
吹
方
凡
手
続

51
‘
仙
台
鋳
銭
一
件
（
天
保
八
）

52
‘
鋳
銭
方
伝
達
党
書
（
明
和
五
）

｀
 

53
、
松
平
陸
奥
守
殿
領
分
牡
鹿
郡
石
之
巻
二

お
い
て
七

ヶ
年
之
間
鉄
銭
吹
立
願
之
通
被
仰
付
候

二
付
彼
地

江
出
役
其
外
都
而
座
方
江
被
仰
付
見
引
合
等
書
留
写

（
安
政
六
ー
筑
延
二）

54
‘
仙
台
領
石
之
巻
鋳
銭
ノ
儀
二
付
忠
留
写

（
文
久

一
i
慶
応
二
）

55
‘
別
記
苫
抜

（
安
政
二

）

（
安
政
三

）

6
‘
 

5
 

57
、

（
安
政
四
）

58
、

（
安
政
五
）

59
、

（
嘉
｀
氷
七
）

60
、

（
天
保
六
ー
堀
永
三）

61
、

（祝
永
五
ー
六

）

＂ 
II II II II 

9
‘
和
河

3

摂
播

巡
行
記

3
1
、
ケ
條
申
上
候
書
付

32
‘
鋳
銭
座
二
而
泉
ノ
字
相
用
候
右
忠
付

33
‘
大
坂
表
百
文
銭
吹
方
一
件
書
留
之
内
雷
抜

34
‘
諸

、
方

35
‘
鋳
放
銭
出
来
銭
改
場
井
詰
所
向
賃
銀
渡
場
禁
出
し
所
其
外
共
新
規
御
建
方
仕
様
帳

36
‘
党

37
‘
浪
華
鋳
銭
御
用
出
役
日
記

38
、
同

弐壱

62
‘
別
記
書
抜

（
弘
化
ニ
ー
祝
永
――-）

63
、

II

（嘉
永
四
＼
五
）

64
、
（
百
文
銭
吹
方
入
用
手
当
金
）

65
‘
江
戸
座
別
記

・
京
座
在
府
日
記
之
内
書
抜

66
‘
別
記
書
抜

▶
難
波
村
鋳
銭
御
場
所
御
渡
地
図

▶
同
上

今
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▲百文銭吹方 鋳銭座絵図面（部分）

企
局
公
月
誌
茅
含
午

.

「
1

鋳
成
方

f

f
 今

局
公
用
誌
を
盈
叩

諷
却
聾
d

未
午

-
a』
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